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(百万円未満切捨て)
１．平成27年12月期第２四半期の連結業績（平成27年１月１日～平成27年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年12月期第２四半期 487 231.0 △244 ― △290 ― △290 ―

26年12月期第２四半期 147 93.6 △294 ― △293 ― △257 ―
(注) 包括利益 27年12月期第２四半期 △281百万円( ―％) 26年12月期第２四半期 △361百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年12月期第２四半期 △2.56 ―

26年12月期第２四半期 △2.29 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年12月期第２四半期 6,769 5,542 60.3

26年12月期 6,762 5,786 64.2
(参考) 自己資本 27年12月期第２四半期 4,080百万円 26年12月期 4,342百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年12月期 ― ― ― 0.00 0.00

27年12月期 ― ―

27年12月期(予想) ― 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成27年12月期の連結業績予想（平成27年１月１日～平成27年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 864 82.2 △639 ― △575 ― △558 ― △4.96
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年12月期２Ｑ 113,633,831株 26年12月期 113,053,831株

② 期末自己株式数 27年12月期２Ｑ 3,189株 26年12月期 3,189株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年12月期２Ｑ 113,410,918株 26年12月期２Ｑ 112,379,233株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時
点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続を終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付資料４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
当社は、アナリスト向けの四半期決算説明会（平成27年８月14日）を開催する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年６月30日まで）において、当社グループは前連結会

計年度から引き続き、製薬会社として、中国で上市した特発性肺線維症治療薬であるアイスーリュイ（中国語：艾

思瑞、英語：Etuary）（以下、「アイスーリュイ」という）の拡販と当社グループ保有の複数パイプラインの治験等

の加速を重要な経営課題として、鋭意活動しております。

当社グループの主な創薬候補物（パイプライン）等の状況は下記の通りであります。

■アイスーリュイ（特発性肺線維症・放射線性肺炎等治療薬）

中国において、アイスーリュイについては、特発性肺線維症（IPF）、放射線性肺炎（RP）及び糖尿病腎症（DN）、

結合組織疾患を伴う間質性肺疾患（CTD-ILD）という４つの適応症があります。

① 特発性肺線維症（IPF）治療薬において平成25年12月に製造販売許可を取得致しました。（平成26年１月６日に提

出したIR資料をご参照下さい。）アイスーリュイは当社完全子会社である上海ジェノミクス有限公司が長期にわ

たり自己開発を続け、中国において治療法がなかった疾病に対する新薬（クラス1.1）として中国国家食品薬品

監督管理総局（CFDA）が承認をした唯一のIPF治療薬です。また、製造を担当する子会社・北京コンチネント薬

業有限公司において本薬剤の商品名の登録が完了し（平成26年１月14日に提出したIR資料をご参照下さい。）、さ

らに、中国におけるアイスーリュイの販売網につきましても販売代理企業等との契約締結の上、平成26年２月27

日より当該薬の製造販売を開始致しました。（平成26年２月27日に提出したIR資料をご参照下さい。） なお、当

薬剤の輸出に関しては、AFT Pharmaceuticals Limitedと、平成25年12月、ライセンス契約を締結しており、ア

ジア各国、CIS等での製造販売も視野に入れ、同社は各国で許認可取得の準備も順次行って参ります。また、当

社子会社の北京コンチネント薬業有限公司が、中国ベスーン基金とともに、アイスーリュイの新たな患者助成プ

ログラムを開始致しました。（平成27年５月１日に提出したIR資料をご参照下さい。）

② 放射線性肺炎（RP）治療薬については、アイスーリュイの製造販売開始及び資金調達によって開発に必要な資金

を確保できたことから、RP治療薬としてのパイロット試験を行った後に第３相臨床試験を開始することとしてお

り（平成26年５月９日に提出したIR資料をご参照下さい。）、平成27年７月４日より第３相臨床試験に先行し、パ

イロット試験を開始しております。（平成27年７月３日に提出したIR資料をご参照下さい。）

③ 追加適応症としては、糖尿病腎症（DN）治療薬の治験許可（IND）申請書を平成25年１月に提出し、審査及び現

場視察が行われております。（追加適応症であるため、第１相臨床試験が省略される可能性があり、臨床試験の

申請段階（フェーズ）を第２相臨床試験または第３相臨床試験から開始できる可能性があることを追記致しまし

た。平成26年８月19日に行われた当社会社説明会資料をご参照下さい。）

④ さらなる追加適応症として、結合組織疾患を伴う間質性肺疾患（CTD-ILD）治療薬の治験許可（IND）申請書を平

成26年12月に提出致しました。CTD-ILDは世界で承認された治療薬剤がなく、新たな適応症のため、CFDAは本臨

床試験実施申請（IND）をクラス1.6類に分類しました。既にアイスーリュイは特発性肺線維症（IPF）治療薬と

して承認されており、追加適応症であるため、第１相臨床試験（安全性等）が免除される可能性がありますが、

これは、CFDAが決定します。(平成26年12月12日に提出したIR資料をご参照下さい。)

■F351（肝線維症等治療薬）

F351は、イーピーエス株式会社（4282東証一部上場企業）と当社グループが保有する技術、知的財産、ノウハウ

等を共有し、肝線維症等の分野での新しい医薬品や医療技術の早期開発を目的として設立致しました合弁会社であ

るGNI-EPS Pharmaceuticals, Inc.にて第２相臨床試験を行うべく、平成25年６月に中国において肝線維症治療薬

F351の第２相臨床試験申請書を提出しておりましたところ、平成26年７月第２相臨床試験実施について許可を取得

し（平成26年７月１日に提出したIR資料をご参照下さい。）、平成27年６月10日に中国において第２相臨床試験を開

始しました。（平成27年６月10日に提出したIR資料をご参照下さい。）

この他、肝線維症と類似する腎線維症は、最終的に腎不全へとつながる疾患であり、効果的な治療薬の開発が早

急に望まれる疾患であります。この腎線維症についてもF351の有効性を確認するための各種動物実験を行い、F351

は肝線維症及び腎線維症に対し、優れた特徴を示しており、将来有望な新薬となることを期待しているところであ

ります。なお、当社グループは中国、豪州、カナダ、米国、日本、欧州及びインドでF351の特許権を取得しており

ます。
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　また、米国において、治験（IND)申請の準備を進めております。

■F573（急性肝不全・慢性肝不全急性化（ACLF）治療薬）

急性肝不全・慢性肝不全急性化（ACLF）治療薬F573は、前述のアイスーリュイ（中国語：艾思瑞）並びにF351に

続く３つ目の新薬候補物であります。F573は、強力な肝細胞死阻害剤として米国企業EpiCept社（現Immune

Pharmaceuticals Inc.）が開発したジペプチド化合物であります。中国では、B型肝炎ウイルスが原因で、世界的に

見ても肝疾患の患者が多く存在しています。重症肝炎の最終ステージにおいて、大規模な肝細胞死が発生する可能

性がありますが、現存する抗ウイルス剤以外、残された選択肢である肝臓移植は大変高価な最終手段であり、早急

な新薬の開発が望まれるところであります。

当社グループは、F573の合成について経済的な製法を確立し、これをもって体系的に前臨床試験を行って参りま

した。その結果、様々な肝不全動物モデルにおいて、F573が強力に細胞死の阻害並びに生存率改善を示したことを

受け、平成23年７月に上海食品薬品監督管理局（上海FDA）に対し、新薬治験許可（IND）申請書を提出致しました。

■ タミバロテン（急性前骨髄球性白血病（APL）治療薬）

タミバロテンは、平成17年に東光薬品工業株式会社が日本において承認を得た急性前骨髄球性白血病（APL）治療

薬です。急性前骨髄球性白血病は、15番染色体と17番染色体が転座することにより形成されたPML-RARαキメラ遺伝

子によって、前骨髄球の分化が阻害され、がん化した前骨髄球が増殖することにより発症します。ここに、タミバ

ロテンが作用するとPML-RARαの変異性質が解除され、PML及びRARαの機能が正常化することにより骨髄球系の分化

誘導が起こるものと考えられています。また、タミバロテンはトレチノインに反応しなくなった急性前骨髄球性白

血病症例に対しても効果があるとの報告があります。中国において、東光薬品工業株式会社並びにイーピーエス株

式会社が開発しておりましたが、平成25年に当社子会社のGNI-EPS (HONG KONG) Holdings Ltd.が、イーピーエス株

式会社より開発等の権利を譲り受け、現在、中国において同社と東光薬品工業株式会社にて、輸入薬承認申請手続

の準備をしております。

■その他

以上のパイプラインの他、前臨床等段階の候補物も保有しており、それらも、一歩一歩着実に、研究開発中であ

ります。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期より340,291千円増加し、487,601千円、営

業損失は、前年同四半期より50,123千円減少し、244,235千円、経常損失は、前年同四半期より3,239千円減小し、

290,121千円となりました。四半期純損失は、前年同四半期より32,573千円増加し、290,396千円となりました。な

お、当第２四半期連結累計期間の売上高に占める特発性肺線維症治療薬・艾思瑞（アイスーリュイ）の売上高は

366,291千円で、前年同四半期（前期は２月末の発売開始より６月末までの実質４か月間）より311,870千円増加と

なりました。

販売費及び一般管理費として、主にその他支払手数料189,315千円と試験研究費124,630千円を計上しております。

営業外収益に計上した補助金収入2,510千円は、連結子会社北京コンチネント薬業有限公司から発生したものであ

り、為替差益10,679千円は主に当社及び連結子会社の外貨建て預金に伴って生じたものであります。営業外費用に

計上した支払利息9,278千円は、連結子会社である北京コンチネント薬業有限公司及び上海ジェノミクス有限公司に

よる金融機関からの借入金に伴い発生したものであります。特別損失に計上した固定資産除売却損1,136千円は、連

結子会社上海ジェノミクス有限公司が固定資産を売却したことで生じた損失であります。

日本セグメントにおきましては、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期より3,309千円増加し、

12,542千円、セグメント損失は、前年同四半期より2,864千円増加し、164,960千円となりました。

中国セグメントにおきましては、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期より337,475千円増加し、

484,040千円、セグメント損失は、前年同四半期より54,914千円減少し、72,421千円になりました。

米国セグメントにおきましては、セグメント損失は、2,985千円となりました。
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（２）連結財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて7,237千円増加し、6,769,417千円と

なりました。負債は、前連結会計年度末に比べて251,587千円増加し、1,227,302千円となりました。純資産は、前

連結会計年度末に比べて244,349千円減少し、5,542,115千円となりました。純資産の増減は、主に290,396千円の四

半期純損失を計上したことによる減少及び新株予約権のうち未行使の新株予約権が行使されたことにともない資本

金及び資本準備金が合計で44,305千円増加したことによります。

キャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間において、営業活動による資金の減少は、

323,586千円（前年同四半期は316,505千円の減少）となりました。主要な減少項目は税金等調整前四半期純損失

291,258千円であり、主要な増加項目は、持分法による投資損益50,844千円と減価償却費27,983千円であります。投

資活動による資金の減少は、967,244千円（前年同四半期は11,252千円の減少）となりました。減少項目は主に投資

有価証券の取得に伴う741,951千円と、有形固定資産購入に伴う227,479千円の支出であります。財務活動による資

金の増加は233,389千円（前年同四半期は1,821,661千円の増加）となりました。主要な変動原因は、長期借入れに

よる収入として232,320千円の増加であります。

この結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ

1,063,611千円減少し、3,397,809千円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予想情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成27年２月13日に公表しました連結業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第２四半期連結累計期間において、GNI USA, Inc.を新た

に設立したため、連結の範囲に含めております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,950,975 3,902,502

受取手形及び売掛金 86,283 183,923

たな卸資産 220,394 219,909

その他 96,715 141,015

貸倒引当金 △28,688 △27,524

流動資産合計 5,325,680 4,419,826

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 193,015 665,381

機械及び装置（純額） 79,895 86,187

車両運搬具（純額） 11,996 16,253

工具、器具及び備品（純額） 8,143 13,807

建設仮勘定 271,451 1,811

有形固定資産合計 564,501 783,440

無形固定資産

のれん 144,883 141,613

販売権 273,593 282,390

借地権 412,369 414,821

ソフトウエア 2,909 2,580

無形固定資産合計 833,756 841,406

投資その他の資産

投資有価証券 - 692,708

株主、役員又は従業員に対する長期貸付金 5,831 4,998

その他 32,410 27,036

投資その他の資産合計 38,241 724,743

固定資産合計 1,436,499 2,349,590

資産合計 6,762,179 6,769,417

負債の部

流動負債

買掛金 57,073 51,325

短期借入金 96,750 78,920

1年内返済予定の長期借入金 6,336 6,532

未払金 34,575 17,652

未払費用 60,578 99,612

前受金 49,745 68,881

未払法人税等 38,914 32,803

賞与引当金 14,831 20,977

その他 5,666 25,192

流動負債合計 364,471 401,898

固定負債

長期借入金 407,310 646,778

その他 203,932 178,625

固定負債合計 611,243 825,404

負債合計 975,715 1,227,302

純資産の部

株主資本
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資本金 5,805,854 5,828,006

資本剰余金 5,765,854 5,788,006

利益剰余金 △7,261,081 △7,551,477

自己株式 △155 △155

株主資本合計 4,310,471 4,064,380

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 31,972 16,131

その他の包括利益累計額合計 31,972 16,131

新株予約権 83,882 76,537

少数株主持分 1,360,138 1,385,065

純資産合計 5,786,464 5,542,115

負債純資産合計 6,762,179 6,769,417
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 147,310 487,601

売上原価 86,323 128,635

売上総利益 60,986 358,966

販売費及び一般管理費 355,345 603,202

営業損失（△） △294,358 △244,235

営業外収益

受取利息 1,833 5,123

補助金収入 - 2,510

為替差益 - 10,679

償却債権取立益 - 5,033

その他 3,794 47

営業外収益合計 5,628 23,395

営業外費用

支払利息 3,540 9,278

為替差損 1,090 -

持分法による投資損失 - 50,844

その他 - 9,158

営業外費用合計 4,630 69,281

経常損失（△） △293,360 △290,121

特別損失

固定資産除売却損 - 1,136

特別損失合計 - 1,136

税金等調整前四半期純損失（△） △293,360 △291,258

法人税、住民税及び事業税 1,415 604

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △294,776 △291,863

少数株主損失（△） △36,953 △1,467

四半期純損失（△） △257,822 △290,396
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △294,776 △291,863

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △66,764 10,553

その他の包括利益合計 △66,764 10,553

四半期包括利益 △361,541 △281,309

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △269,060 △306,237

少数株主に係る四半期包括利益 △92,481 24,927
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △293,360 △291,258

減価償却費 15,906 27,983

のれん償却額 5,156 5,882

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,090 △1,695

賞与引当金の増減額（△は減少） △804 5,746

株式報酬費用 △117 8,760

受取利息 △1,833 △5,123

支払利息 3,540 9,278

持分法による投資損益（△は益） - 50,844

為替差損益（△は益） 968 △10,679

預り保証金の増減額（△は減少） 16,671 △29,040

有形固定資産除売却損益（△は益） - 1,136

売上債権の増減額（△は増加） △27,110 △94,193

たな卸資産の増減額（△は増加） △32,624 4,722

仕入債務の増減額（△は減少） 7,492 △9,017

その他の流動資産の増減額（△は増加） △20,387 △39,084

その他の流動負債の増減額（△は減少） 56,769 32,500

その他 25 15,803

小計 △270,798 △317,432

利息の受取額 1,833 3,832

利息の支払額 △3,540 △9,278

法人税等の支払額 △44,001 △707

営業活動によるキャッシュ・フロー △316,505 △323,586

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 - △5,524

有形固定資産の取得による支出 △12,461 △227,479

投資有価証券の取得による支出 - △741,951

敷金及び保証金の回収による収入 - 5,420

貸付金の回収による収入 - 2,266

短期貸付金の増減額（△は増加） 2,033 -

その他 △824 23

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,252 △967,244

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △83,357 △19,730

長期借入金の返済による支出 △2,491 △7,400

長期借入れによる収入 - 232,320

新株予約権の発行による収入 1,907,510 28,200

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,821,661 233,389

現金及び現金同等物に係る換算差額 △32,751 △6,170

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,461,151 △1,063,611

現金及び現金同等物の期首残高 3,551,390 4,461,420

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,012,541 3,397,809
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　 （継続企業の前提に関する注記）

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日)

該当事項はありません。

　 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第２四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日）

　該当事項はありません。

　 （重要な後発事象）

該当事項はありません。
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